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一般�
質問�
一般�
質問�

●
末
盛

近
年
一
般
住
宅

火
災
や
公
共
住
宅
火
災
に

よ
る
死
亡
者
が
増
加
し
て

い
る
。
消
防
法
が
改
正
さ

れ
全
国
一
律
に
設
置
義
務

化
さ
れ
た
と
聞
く
。
住
宅

火
災
警
報
器
と
は
ど
ん
な

も
の
か
。
設
置
は
い
つ

か
。

■
町
長

煙
や
熱
を
感
知

し
、
知
ら
せ
る
器
具
。
新

築
住
宅
は
Ｈ
18
年
６
月
１

日
か
ら
、
既
存
住
宅
は
Ｈ

23
年
６
月
１
日
ま
で
に
設

置
す
る
こ
と
。
罰
則
は
な

い
。
町
条
例
の
制
定
は
今

年
３
月
か
６
月
。

●
竹
本

行
財
政
改
革
推

進
の
中
で
あ
る
が
、
公
共

の
場
の
使
用
料
金
の
町
民

負
担
が
低
く
な
る
よ
う
努

力
し
て
も
ら
い
た
い
。
町

村
合
併
以
前
は
無
料
で
利

用
し
、
整
備
を
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
で
お
手
伝
い
し
親
し

く
利
用
し
て
い
た
。
町
内

外
か
ら
不
満
の
声
が
多

い
。
利
用
料
金
を
見
直
す

考
え
が
あ
る
か
伺
う
。

■
町
長

公
の
施
設
使
用

料
に
つ
い
て
は
、
合
併
協

議
の
場
で
「
使
用
料
に
つ

い
て
は
、
原
則
現
行
の
と

お
り
と
す
る
。
た
だ
し
新

町
に
お
い
て
可
能
な
限
り

統
一
す
る
。」
と
確
認
さ

れ
、
使
用
料
が
定
め
ら
れ

て
い
る
。
従
来
無
料
の
施

設
が
あ
っ
た
よ
う
に
受
け

止
め
ら
れ
て
い
る
が
、
利

便
性
を
考
え
減
免
等
の
手

続
き
よ
り
運
用
さ
れ
て
い

た
。
現
在
大
変
き
び
し
い

財
政
状
況
で
あ
り
、
使
用

料
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

は
、
慎
重
に
検
討
し
た
い

と
考
え
る
。
ま
た
、
公
的

施
設
の
有
効
活
用
と
い
う

観
点
か
ら
、
Ｈ
18
年
９
月

か
ら
は
、
民
間
活
力
導
入

に
よ
る
指
定
管
理
者
制
度

が
本
格
化
す
る
こ
と
と
な

り
、
益
々
、
公
の
施
設
の

あ
り
方
が
問
わ
れ
る
と
認

識
し
て
い
る
。
行
財
政
改

革
プ
ラ
ン
の
中
で
も
、
こ

の
指
定
管
理
者
制
度
を
導

入
し
、
公
の
施
設
の
有
効

活
用
を
図
る
方
向
性
が
打

ち
出
さ
れ
て
お
り
、
こ
う

し
た
取
り
組
み
と
合
わ
せ

て
検
討
し
た
い
と
思
う
。

町
有
施
設
の
利
用
料
は

安
く
な
ら
な
い
か

慎
重
に
取
り
組
み
検
討
す
る

Ｑ

Ａ

住
宅
に
設
置
義
務
化
!!

火
災
警
報
器

Ｈ
18
年
６
月
か
ら
施
行

ＱＡ

末盛　守議員

竹本道紀議員

●
末
盛

住
み
よ
い
町
づ

く
り
を
目
指
し
た
行
政
懇

談
会
。
成
果
と
課
題
、
今

後
の
開
催
と
時
期
等
は
。

又
、
参
加
が
少
な
い
対
策

は
。

■
町
長

13
会
場
３
７
７

名
の
出
席
で
多
く
の
ご
意

見
や
ご
要
望
を
受
け
た
、

開
催
時
期
や
周
知
の
仕

方
、資
料
等
検
討
し
た
い
。

暖
か
い
時
期
で
情
報
提
供

を
考
え
て
い
る
。
住
民
自

治
組
織
、
公
民
館
等
と
連

携
を
と
り
参
加
者
を
増
し

た
い
。

●
末
盛

交
際
費
の
目
的

は
、
町
の
発
展
の
た
め
に

使
わ
れ
、
使
い
方
は
町
民

感
情
に
合
致
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
ま
た
、
行
政

理
念
か
ら
公
開
す
べ
き
と

考
え
る
が
支
出
基
準
は
。

１
０
０
％
公
表
か
、
ま
た

支
払
い
先
の
相
手
は
公
表

す
る
の
か
。

■
町
長

支
払
は
香
典
、

見
舞
、
祝
い
、
会
費
等
、

町
公
開
条
例
で
公
表
す

る
。
支
払
先
の
氏
名
は
抹

消
し
て
公
開
す
る
。

ま
ち
づ
く
り
は

対
話
か
ら

Ａ
は
じ
め
て
の

行
政
懇
談
会
は

Ｑ

町
長
交
際
費
の

支
出
基
準

Ｑ
Ｈ
17
年

４
月
１
日
規
定

Ａ
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●
岡
田

現
在
、
定
職
に

つ
か
ず
ア
ル
バ
イ
ト
や
パ

ー
ト
を
く
り
返
す
若
者

（
フ
リ
ー
タ
ー
）
や
学
校

に
通
わ
ず
収
入
を
と
も
な

う
仕
事
に
つ
か
ず
職
業
訓

練
を
も
受
け
な
い
若
者

（
ニ
ー
ト
）
と
呼
ば
れ
る

人
が
多
く
な
っ
た
。
本
町

で
も
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
取

り
入
れ
て
は
。

■
教
育
長

子
供
た
ち
が

人
間
力
を
身
に
つ
け
社
会

の
激
し
い
変
化
に
流
さ
れ

る
こ
と
な
く
社
会
人
、
職

業
人
と
し
て
基
礎
的
な
資

質
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
た

め
の
教
育
の
重
要
性
が
増

し
て
き
て
い
る
。
全
て
の

学
校
で
キ
ャ
リ
ア
学
校
で

キ
ャ
リ
ア
教
育
全
体
計
画

を
作
成
し
全
教
科
領
域
に

お
い
て
体
験
活
動
等
を
活

用
し
て
取
り
組
み
を
進
め

て
い
る
。

●
高
本

世
羅
甲
山
公
共

下
水
道
事
業
は
、
Ｈ
12
年

度
に
事
業
認
可
を
受
け
て

計
画
処
理
人
口
２
１
７
０

人
総
事
業
費
50
億
円
で
着

工
、
途
中
処
理
方
式
を
め

ぐ
っ
て
一
時
中
断
し
、
供

用
開
始
は
Ｈ
21
年
３
月
へ

延
期
に
な
っ
た
。
供
用
開

始
さ
れ
た
ら
排
水
区
域
内

の
土
地
所
有
者
、
使
用
者

又
は
占
有
者
は
、
遅
滞
な

く
そ
の
土
地
の
下
水
を
、

公
共
下
水
道
に
流
入
さ
せ

る
施
設
を
設
置
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。と
あ
る
が
、

区
域
内
の
反
応
は
、
加
入

戸
数
の
把
握
は
、
又
供
用

開
始
ま
で
の
予
算
額
54
億

円
の
主
な
事
業
内
容
と
財

源
内
訳
、
維
持
管
理
費
等

に
つ
い
て
伺
う
。

キ
ャ
リ
ア
教
育
推
進
を

教
育
プ
ラ
ン
で
取
組
む

ＱＡ

下
水
道
整
備
と
財
政
見
直
し

総
事
業
費
１
０
７
億
円

ＱＡ

岡田武士議員

警
察
署
と
協
議
中

Ａ●岡
田

世
羅
高
等
学
校

の
前
の
旧
国
道
４
３
２
号

線
の
こ
と
で
、
こ
の
道
路

に
は
高
等
学
校
、中
学
校
、

小
学
校
、
保
育
所
、
又
中

央
病
院
、
福
祉
セ
ン
タ
ー

等
多
く
の
方
が
利
用
さ
れ

る
。歩

行
者
優
先
の
道
路
整

備
の
考
え
は
、

■
町
長

セ
ン
タ
ー
ラ
イ

ン
を
廃
止
し
、
１
車
線
の

道
路
と
し
両
側
に
サ
イ
ド

ラ
イ
ン
に
よ
る
路
側
帯
を

設
け
る
な
ど
、
現
在
甲
山

警
察
署
と
協
議
中
で
、
結

論
が
出
れ
ば
、
区
画
線
を

引
き
直
す
計
画
で
あ
る
。

せ
ら
学
園
通
り

の
整
備
を

Ｑ

■
町
長

説
明
会
は
７
ヶ

所
で
開
い
た
が
、
参
加
状

況
は
低
調
で
今
後
の
対
応

が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

加
入
申
し
込
み
の
把
握

に
つ
い
て
は
、
対
象
区
域

ご
と
に
公
共
汚
水
桝
設
置

の
位
置
を
確
認
す
る
中
で

個
別
に
あ
た
る
。
供
用
開

始
ま
で
の
事
業
費
の
主
な

内
容
は
、
管
路
施
設
工
事

費
約
39
億
円
、
最
終
処
理

場
工
事
費
約
15
億
円
で
事

業
費
の
１
／
２
が
国
費
、

残
り
の
90
％
が
起
債
で
、

あ
と
10
％
が
加
入
者
負
担

金
と
一
般
財
源
で
す
。
維

持
管
理
費
は
、
供
用
開
始

３
年
目
で
約
６
７
０
０
千

円
程
度
と
見
込
ん
で
い

る
。
二
期
工
事
は
53
億
円

で
総
事
業
費
１
０
７
億
円

と
見
込
ん
で
い
る
。

高本正 議員

世羅高校前



18

一般�
質問�
一般�
質問�

●
豊
田

射
撃
場
が
進
出

す
る
前
、
地
元
住
民
と
業

者
が
協
定
を
交
し
た
。

「
鉛
害
防
止
の
た
め
鉛

弾
を
回
収
す
る
。
水
質
検

査
を
年
２
回
行
い
法
基
準

値
を
越
え
た
時
は
営
業
を

休
止
す
る
。
無
公
害
装
弾

が
開
発
さ
れ
た
ら
使
用
す

る
」
と
な
っ
て
い
る
。

水
質
検
査
で
は
０．

０

１
Ｐ
Ｐ
Ｍ
の
基
準
値
を

1.2
倍
か
ら
86
倍
も
超
え

た
。
協
定
の
土
壌
検
査
は

せ
ず
、
営
業
休
止
も
し
て

い
な
い
。
年
間
約
６
ト
ン

も
の
鉛
弾
を
放
置
す
れ
ば

住
民
の
井
戸
水
、
農
地
を

汚
染
す
る
。
協
定
書
の
立

会
人
は
元
町
長
、
町
と
し

て
鉛
害
防
止
を
積
極
的
に

動
い
て
い
る
姿
が
見
え
な

い
が
。

■
町
長

町
は
射
撃
場
内

外
で
４
ヶ
所
の
水
質
検
査

を
し
た
。
指
摘
の
通
り
基

準
値
を
越
す
濃
度
が
検
出

さ
れ
た
。
当
射
撃
場
は
水

質
汚
濁
防
止
法
に
よ
る

「
特
定
施
設
」
の
対
象
外

で
す
。
し
か
し
県
の
指
導

を
受
け
水
質
検
査
や
、
地

●
豊
田

油
谷
・
高
岡
等

国
際
的
選
手
が
走
り
、
テ

レ
ビ
放
映
の
駅
伝
は
甲
山

や
大
田
町
も
コ
ー
ス
に
。

■
教
育
長

大
会
運
営
の

競
技
連
盟
に
伝
え
た
い
。

●
仲
行

危
機
的
な
財
政

状
況
の
中
、
行
財
政
改
革

へ
の
取
り
組
み
が
行
わ
れ

て
い
る
。
内
部
で
の
改
革

は
も
と
よ
り
住
民
に
対
し

て
の
協
力
も
要
請
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
あ

る
。し

か
し
な
が
ら
合
併
よ

り
一
年
以
上
経
っ
た
現
在

で
も
、
住
民
に
は
町
長
は

こ
の
町
を
ど
の
よ
う
に
し

た
い
の
か
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
伝
わ

っ
て
こ
な
い
。
改
革
の
な

か
で
も
最
重
点
と
す
る
目

標
を
伺
う
。

■
町
長

本
町
の
ま
ち
づ

く
り
の
最
重
点
施
策
を
、

「
多
様
な
農
業
の
振
興
」、

「
健
康
づ
く
り
の
推
進
」、

「
教
育
の
充
実
」、
さ
ら
に

情
報
社
会
に
対
応
す
る
た

め
の「
情
報
基
盤
の
整
備
」

と
位
置
づ
け
る
。
改
革
に

お
い
て
は
、
長
期
的
視
野

に
立
っ
た
公
共
施
設
の
適

正
配
置
、
と
り
わ
け
保
育

所
の
再
編
整
備
に
加
え
、

民
間
活
力
の
導
入
に
よ
る

指
定
管
理
者
制
度
の
運

豊田　勲議員

仲行　洋議員

中
国
実
業
団
駅
伝

コ
ー
ス
延
長
を

大
会
主
催
者
に

伝
え
る

ＱＡ

公
益
通
報
者
の

保
護
は

内
部
規
定
な
ど

つ
く
る

ＱＡ

鉛
が
基
準
値
の
86
倍
も

Ｑ

行
財
政
改
革
の
具
体
的
目
標
は

行
政
の
ス
リ
ム
化
を
図
る

ＱＡ

県
の
指
導
受
け
鉛
害
防
ぐ

Ａ

元
住
民
等
と
協
力
し
、
鉛

害
防
止
に
取
り
組
む
。

●
豊
田

不
正
事
件
が
相

継
ぐ
が
、
公
益
通
報
者
保

護
を
町
は
ど
う
す
る
か
。

■
町
長

通
報
者
を
保
護

す
る
内
部
規
定
や
、
相
談

窓
口
を
設
置
す
る
。

用
。人
件
費
抑
制
の
た
め
、

向
こ
う
５
カ
年
で
職
員
35

人
の
削
減
。
こ
の
よ
う
な

取
組
み
に
よ
り
行
政
の
ス

リ
ム
化
を
図
っ
て
い
く
。




